
ウイリング横浜  9階 901研修室

● お問合せ ● 

受講料
無料
定員
30名

着任24 か月未満の地域ケアプラザ所長、
特別養護老人ホーム併設地域包括支援センター施設長

（定員に余裕がある場合は対象外の所長の受講も可能）

社会福祉法人全国社会福祉協議会　主任教授　山下  興一郎 氏
横浜市健康福祉局地域支援課　　　担当係長　末吉  直登 氏

横浜市港南区上大岡西1丁目6－1
ゆめおおおかオフィスタワー内
京浜急行／市営地下鉄「上大岡」駅徒歩 3分

必要事項を記入の上、WEB申込フォームまたは E メールよりお申込みください。

受講通知と共にプレワーク（現状確認シート）をお送りします。

※ 本研修は 、横浜市 の委託により特定非営利活動法人よこはま地域福祉研究センターが 実施します。

必要事項
1. 申込者名（ふりがな）　　　 2. 法人名　　　  3. 所属ケアプラザ名
4. 所在地（　　　　）区　　  5. 電話番号　　  6. E メールアドレス
7. 年代（20代 /30代 /40代 /50代 /60代 /70代以上）
8. 所長経験（　　　）カ月

開催
日時

受講対象者

講師

会場

keapura@yresearch-center.jpE メール

web申込フォーム https://yresearch-center.jp/r7cpshocho申込締切

6月20日 ㊎

NPO法人よこはま地域福祉研究センター　［担当：沼・松本］

TEL.045－228－9117（受付 9:00－17:00）　横浜市中区住吉町 2－17　金井ビル 201号

6月26日○木
9:30～17:00
7年令

和

横浜市地域ケアプラザ

新任所長研修
地域での存在価値を高め、
地域に必要とされるケアプラザとしての
経営と組織マネジメント

地 域 福 祉 推 進 に 向 け て 、 未 来 志 向 の 法 人 経 営 ・ 事 業 展 開 を 図 る た め に

平成 3年（1991 年）、最初のケアプラザが開所して 34年、これまでケアプラザは横浜ならではの身近な地域での福祉を
推進する拠点として運営を続けてきました。
今、社会情勢が大きく変動し、地域の生活課題、福祉ニーズも多様化、また複合化する中、ますますケアプラザに求め
られるものは大きくなっています。
しかし、介護保険部門の経営的課題、諸物価の高騰、そしてケアプラザを担うべき職員の人材難など、ケアプラザの
運営には様々な課題が生まれています。その中で、所長に求められるマネジメント力はこれまで以上に重要となります。
本研修では、ケアプラザの目的とその意義について、再度確認するとともに、ケアプラザの所長として、また、法人として
どのように多様なニーズに応え、サービスの質の向上を図り、経営の安定を目指していくのかを、講義と講師 × 受講者の
対話によって実践に活かす学びとします。

令和7年度

申込方法

https://yresearch-center.jp/r7cpshocho

https://yresearch-center.jp/r7cpshocho


日時：令和 7年 6月 26日（木）9：30 ～ 17：00
会場：ウイリング横浜  9階 901研修室
事前にプレワークで現状と課題を提出していただきます（必須）

講　義

開会・オリエンテーション

受講者の質問をもとにトークセッション

山下  興一郎氏

講　義 ケアプラザ所長に求められるマネジメント力　
　現状と課題
　存在価値を高める経営を行うための基礎知識
　言語化する力
　個別支援と地域支援の一体化とは

本研修の到達目標
ケアプラザ所長としてのポジショニングの理解　

ワーク 各自が抱える課題とその解決に向けて
対話と講師によるスーパービジョンで実践的に理解を深めます

講　義
横浜市健康福祉局　末吉  直登氏地域ケアプラザの概論と所長の役割について

山下  興一郎氏

横浜市地域ケアプラザ

新任所長研修 概要

山下  興一郎（やました・こういちろう）

1992年 4月　全国社会福祉協議会入職
保育、地域福祉、1995 年より住民参加型在宅福祉サービス団体コーディネーター研修、
組織運営管理者研修の企画実施に関わる。1999 年 10 月開始の地域福祉権利擁護事業
（日常生活自立支援事業）の創設にかかわる。介護、福祉人材、企画、広報、政策等の
分野を担当（2013年3月まで）。東日本大震災津波の支援（2011年より岩手県内）に関わる。

2013年 4月　淑徳大学総合福祉学部、同大学院准教授
専門は、地域福祉、権利擁護、サービス評価。～2023年 3月まで）。佐倉市社協の理事・
常務理事、世田谷生活困窮者自立支援事業のセンター長他自治体の委員等を務める。
事例検討会の司会、助言、スーパーバイザーやソーシャルワーカー、コーディネーター等
研修講師を社協、社会福祉施設、行政、NPO等より受任し現在に至る。

2021年 4月　全社協中央福祉学院教授就任
社会福祉士短期養成課程、施設長講座、2022 年 4 月第１期「ふくし未来塾」ゼミ演習
講師を務め、2023年 4月、同学院主任教授　現在に至る。

内　容

講師プロフィール

令和7年度


